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様式第２（第５条関係） 

会議録 

１ 附属機関の名称 

  犬山市民展審査会 

 

２ 開催日時 

  令和８年１０月１８日（日） 午前１０時から正午まで 

 

３ 開催場所 

  犬山市民文化会館 練習室１ 

 

４ 出席した者の氏名（敬称略） 

 (1) 委員 伊藤恵以知(犬山市民展審査会(美術の部)会長)、長瀬喜久男、杉田泰昌、 

中村ふく子、長谷川翆流、津田秋月、石川 裕、田口哲也、中道慶一 

※きむらよしひろ：体調不良により欠席 

 

 (2) 執行機関 教育部文化推進課 

阪下課長、中島課長補佐、鈴木再任用職員 

 

 

５ 議題 

第７２回犬山市民展審査会(美術の部) 

 (1) 出品数の報告 

(2) 各賞の授与点数について 

 (3) 市長賞・議長賞・教育委員会賞・文化協会賞・奨励賞について 

(4) 講評について 

 

６ 傍聴人の数 

  ０人 

 

７ 内容 

  会長の選出 伊藤恵以知委員を委員推薦により会長に決定 

 

  最初に事務局から議題（1）～（4）について資料に基づきまとめて説明 

 

  伊藤会長：事務局の説明に対して質問等があれば発言をお願いする。 

 杉田委員：説明によると、部門ごとに各賞の数が異なるのは、部門間で受賞の難易度が出

来るだけ均一になるようにしたものということは理解するが、審査によって多

少数が変動しても良いか 
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事 務 局：審査の結果、若干の数の変動は委員の皆さんの合意で決定していただくことで

問題はないと考える。 

伊藤会長：各部門とも厳正な審査の結果により、甲乙つけがたいような場合、賞の数の変

動を認めることで良いか。 

委員全員：異議なし 

  伊藤会長：それでは、ほかに質問もないようなので、午前１１時３０分を目途に各部門の

審査を行ってもらい、再度この会議室に参集をお願いする。 

    

    （各部門に分かれ、審査） 

 

    （各委員から報告のあった受賞者を基に各賞の受賞者数をホワイトボードに記載） 

 

  伊藤会長：委員の皆さんから報告のあった受賞者数について、すべての部門を合わせて市

長賞５点、議長賞５点、教育委員会賞５点、文化協会賞３点、奨励賞３０点と

なった。これでよろしいか。 

  全 委 員：異議なし。 

伊藤会長：以上で本日の審査会は終了する。委員の皆様本日は大変お疲れさまでした。 

 

 

 

 

 


